
’

糞に集まる虫といえばまづ有名なファーブル昆虫記の中に出てくる糞玉を転が

す玉押コガネを想い出されることだろうと思われる。コガネムシの仲間で糞に集

まる種類は大変多く糞虫と云った場合コガネムシの或るグループを意味すること

が普通である。だが実際に糞虫一糞にいる虫、糞を食べる虫と云うことになると

コガネムシ以外にガムシ、エンマムシ、ハネカクシ、シデムシ等の甲虫達（エン

マムシダマシやゴミムシの一部にも糞にいることがあるし乾いた糞にはヒメマキ

ムシやケシガムシのある種がやってくることもわかっている）などもふくまれる

わけである。甲虫以外でもハエは糞にやってくる虫としては周知のとおりである。

ところでコガムシの仲間の内食糞コガネムシ類として扱われているグループの

中にもかならずしも糞だけにしかやってくるものばかりでなくかなりいろいろの

ものにやって来るコガネムシもふくまれているわけである。

中根猛彦博士がArnett,Jr・の別け方を紹介されているのを見ると(1970)、糞を

食べるとゆうグループの中には玉転がしをやるもの、鹿糞を好むもの、食用の球

を作るが玉は転がさないとわけられる。脊椎動物の巣にすむもの、キノコを食べ

るもの、乾いた死体や皮を食べるもの等々もふくまれているわけである。

糞を転がすというのは大変眼につく行為であってファーブルの昆虫記の中にも

なかなか面白い解説文がある。即ち「その珍しい仕事ぶりは紀元前数千年の昔す

でにナイル河の流域で農民の注意をひいた。春が来るとエジプトの百姓は玉葱畑

に水をやっている際、時折り大きい虫がラクダの糞でできた毬を後ずさりに転が

しながら急いで傍らを通るのを見かけていた。その百姓はちょうど今日のプロヴァ

ンスの百姓がやるようにこの転がる道具をびっくり眺めていた」と述べており古

くからこの虫の分布をしている地域の人々は注目していたことがわかる。

エジプト人はこの虫を神聖なものとして礼拝し、壁画に描いたり守り札に描き

（スカラペの護符は1センチから5センチくらいの大きさで、 その材料は石、縞

砺臘、紅玉髄、紫水晶、ラビス・ラズリ，碧玉などである） 。彫刻につくって首

飾りとしたり、昔は印型にも使った。エジプトのツタンカーメンの宝物腕輪とし

てスカラベが飾りに使われている。一説によれば僧侶が熱病にかかった病人の左

腕につけさせたともいう。

なぜこの虫が神聖視されたかというと毎年ハンランするナイル河の水がひくと
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この虫はまつさきに現われてくるか喝獲も古機亟ジヴ:暴人の世界の再生§新注と

むすびつけて考えたのも無理はない｡工ジブ＊の僧侶はどのスカラベの球と地球

とのあいだに-一つの類似を発見し:球をころがすヌカラベを地球を回転さ遥渇オ

シリス神になぞられた。スカラベの鋤璽が地中で育ち完全厳成虫､に通ってから

地上に現れるところが魂の再生の象徴と職ったの藩ある｡球は月の公転に要薄る

期間にスカラペは生気をおび測日目が地球の誕生日で吾その圖が鑿掲遅潔カラベ

は球を破り．新しい存在として地圭礎現れる'と考へられていたのであるざとの玉

押しコガネと云われているコガネムシ②ダル律プ微残念ながら圓本に揃恥ない｡；

地中海に面したヨーロッパ南部巻アブ遡労の西部･:i(7{認剛吻には鵬<分布;して

いるようである）が多くいる地の；ようであるも"‘翁隣幻鋤中国汰陸にも結構多いし、

朝鮮、台湾で:も見ることは出来るよ;うであるざj筆者職中'国大陸の北部鋤域潅多く

見ることが出来たが中部地域では見られなかった!（中部地域ではダ蔀鐵参口薄ネ

はわりと見ることが出来た）。 i ； ､ ‘篭一 i :4i F; 亀& ， 』 〔 i

糞を転がすありさまは想像以上にスゼ貸砿があるので蕊篭であ診た6圓本には

この類はいないが近似種になるセンチコガ蒙類にこれによく似た行動をする観察

例はあるし極く最近マメダルマコガネが糞を転が識行動をする廷いう燕変愉快な

報告がある（東常哲也､1993)《 ■(糞を地中に埋めて遥遥礎卵を生遊遥じ､うことほ

割と多くの種に見られる。最近このヌ釣参猟の求婚球竺糞玉与の実物大のカラー

罵真が紹介されたりしているも &SINRANh62t柵令測,1994)､｡X－|ff登涛悪.， :

ところで少々脱纏しで■鯛し訳無い瀧徹Iアーブルの昆虫認,《原著名は郡昆虫学の

回想,昆虫の本能と習性の研究雪であるﾂ:は圓本では数多釜”訳書もあ通学生時

代に読んだ人は数多いと思われる。ファーブルの人気はなかなか大変な篭のでこ

のような現象は世界でも圖本が一番だともいわれている｡"フナ古讓懇に関する本

が出版されているのも日本がキトツプグラスと,が｡，渦90年には仙文原本複刻の昆虫

記全ll巻というのが出ている。日本でも岩闘久三雄博士のすぐ愈涯名著(1"1319

75)があるが－般の方〃はこれ等初文献を櫛存知芯い方が大部分では瀞L,躍ろう

か。ファ:－ブル昆虫記そのものは読物､産してはな海姪か面白いのであるがはたし

て全文をじっくりと読んだとゆ論人は:どの位あるのかいき!、･か疑問霧ある瞳、か

なり難じい昆虫の生態習性の記述を何処まで理解出来るか逵膝覇の像大変である。

ファー罰ルに関する展覧会だとかも結構開催されているし謬テーブル博物館老い

うのもあったりする《佐賀県佐賀郡富韮町》駒やはや認奉草ブル人気②異常きに

は驚かされる（最近ファーブルが本能として神秘視していた昆虫の生患や行動が

化学物質や物理的な刺激の連鎖によることがずいぶん明らかに葱うた遷心韓新ファ

ーブル昆虫記と題する出版があつださ違壷だ見方での昆虫耐生患解明錘の方法あ

紹介は色々と教えられることが多い）該ﾛ ＝： 『 』 “' ・ -

フデーブルの昆虫記の訳書としてば岩波文庫のものが定評藻あうだが鐘と糞虫
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に関しては最近奥本夫三郎教授が訳して解説をつけられた集英社版ファーブル昆

虫記Iふしぎなスカラベ《19瓢)が大変良い。訳者が昆虫研究家であることからそ

の訳文タ解説ともわかり易く面白いし､きれいな図が入っていて大変楽しい。

ふんころがしの図と云うことに.なると熊田千佳慕画伯のものが美しい(1988)。

嘉真では■¥N佃砿フ寮一ブル昆虫記の旅(19鯛)勢がなかなか良い。

＃ふん虫の生態を罵真や図を入れ斑．塑郷クトに解説したものがある(1984)6

日本でもこのふんころがしについて大変興味をもちその観察記を発表された人

に横山桐郎博士がある。博士が台湾へ行かれての観察記はなかなか詳しく観察を

発表しておあれる41928)．当時台湾で昆虫の調査をやっておられた鹿野忠雄博士

もふんころがしに関かる論文を書いておられる(1931)｡

■野外で長い逗と糞虫の生態を研究してこられた安,田弘法博士が発表になられた

"糞虫の数はどのよ詞にして決まるのだろうか勢と云う群集生態学の立場から解

説しておられる一文は糞虫を材料にした研究ではあるが生物学の他の分野にとっ

ても重要で未解決の問題をふくんだ研究分野である』《1991兆

》1鮒1年フィンランドのハンスキー博士'らが編集した『糞虫類の生態学Jという

本が今手許にある。 「糞虫類は世界中⑳多くの地域で餌をめぐる競争を生瞳てい

る」として貴重な生態的論文が多くふく;まれている。そしてなんと云っても力作

といえるのは主にアフリカでの糞虫の生態が中心ではあるが今森光彦氏が発表に

なった“蔦真昆虫記スカラベ,’ ｛1991)である｡》､氏は他にもそれにいたるまで罵真

集を出している41蝿5,1987).1994年には長年糞虫の生態寸分布を調べていた塚

本珪一氏が§F日本糞虫記璽を出版まれた｡､糞虫を色々の角度からとりあげ解説し

ておられる‘

書て大変脱線をしてしまったがコガネムシのうち食糞類としていわゆる糞虫と

しての仲間伽圓本産は8科1燗種が知られでいる（塚本,1994）。兵庫県下からは

今の所6科56種莚産することが知られている。

糞虫であるか》らいろいろの糞にやってくる､種によって好む糞が異なる場合が

ある｡Ⅷ塚本珪一氏が日本産の糞虫類でどの糞に来る種が一番多いかと調べられた

のがある419”臆それによる'とウシ§廟マ､■シカ、イヌ、ヒト、サル､ニワトリ、

ヒツジ､:水牛･と結構色々の糞にやってくるし以上のべたものの糞で5種類もの糞

にやって燕るという種もあればウシ擢けとかシカだけとい診'た1種類の動物の糞

屋好愈といった糞虫は大変多く26種もの糞虫が人間の糞に来るとゆう結果が出て

いる｡‐乱;セ ポ :“ ； 』 ｡

糞の状態も色々あうて出来たてのやわらかいものが良いとするものから少々時

間｛日数がた鐡寵表面感固くなっている謬中の方はまだやわらかいのを好む種と

か全く乾燥したカラカラの糞がいいとか鶏の糞に来る糞虫もどちらかといえば乾

燥した糞を好む虫達でもあるが意外と珍しい一般に見られないような糞虫が得ら
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れたりする。

糞虫な成虫も幼亜も糞を食蕊七笙活fそ“列､型の今ジﾂｺヵﾈ類は成虫が
．, 、8．． ． ？ ． ． ， ． ． ・・

糞内で生活産卵するのでそめ効虫も錨上に震づ鐘邊懲て成齢るき一矢型の垂
。 ’ ． ｡ ． 、 － ‐ ' ． ， ． 三F ． ． 。 ; ､－ － t ． 、。 、

虫類は親が糞直下の地中に糞球や糞塊邊ら:《うて芝こた産卵も.ル虫ば糞寒内や
｡ ~･号‘D も、 8 , ･ 'も

糞塊の下で糞を食べて成長する。 筐 ､ ': ,

このように糞虫類は糞の中で生活し:､糞を餌とするので~見汚い，虫に思はれる
が牧場での糞の分解および消失の主役をになう:ばかり帝なく人間が野外で用を足
したときもどこからともなく飛んできてあっという間に処理を完了する。われわ

れの生活にとって有益な昆虫とも云えるb大きさも色々とありタイあたりの象の

糞に来るものはビック1ﾉする程大きな糞虫が､､獄また色彩も黒ツボイのが多い
が場所が違ったら驚くような美しい色彩を"してがるのがおりご雌うな鋤垂の
中で生浩ずろなんて到底考え;ら術@､ざ官本にもいるﾐﾈド')ﾙｾﾝヂ鋪葦とがル
リセンチコガネなどはあまり美しさにただただ驚くのみである。残念ながらこの

美い､糞主は兵庫県下でほ見うかざて奄奄､､が県下に分机て､崎ｵ牙セシヂコ
ガネもなかなか美しい光沢をしている。また色々の答好凱だ禽瀦ろ部る、
ダイ当グ菫労ﾈなどほ雄駐な黄瀦ざそい溌夕汚繊の勵j角巷鵠なが良

． 、二 ・ ・ｹ《 ． ． 淫§ ・ ・‐ ＝

く轡曲している。これら角は同じ種類でも個体によって個体の犬侭が蛸の大
小の鈍”ろ』･ヂ酋土ﾝ→｡赫も紬，竃､き嚇銚鶴銭麗鍛施帽ぞ
ある｡ただこのような糞虫鍛秦に赫弗肺H師識票罐縮上舗鐺含礁
農耕が稜稜化きれて牟罵の塗毒消ごそ亡菱今だ｡醤だか蓉罰諦丙蕃識が鵬
されていなく運搬手段に牛車とか馬車が用いられたので道路側にこ溢辮鴇)の落
し物がいくぢ認覚ら維縫ぞ鶴粥粥毒鱸笑変薬ぞあち湾鞠芦揃
でも牧場が比較的多く鋤董罰蹴蔀舗蒲轤熊永鵬でi鉾”牧
諏てい廷り神戸電嚢鰄帥ご繊壷誌邉繊蕩赫つだ孵溌《溌糞宝
はいくらでも採集出来た｡特禧紺デダ約抄ゾゴ方ﾈi恥‘姦孟液需『､ﾉ(
eﾉegansA-llibert,1847はその種告産鰄詠ゞうた筆し糟龍就戟､iそ鋤
がいくらで，縦集出来湖あぞ沸く灘たず参こごめ美礎織缶託署↑｡』:#、

‘ や句ロ ． 、 ろ ． ：、 ．． 、－ ．

まで維施庭凛謡曲誉今誕瀞獅獅:紬ざぞきて総ょ琴た轍〕龍。
都市蔀でば遣蕗職装言翻犠城渥巌出会詑鹸美変難ぜくな:ろ穐鐘
虫が見られなくなったと思われるが結構犬､猫の糞にも糞虫はや!らぞくig:j重の
夜電燈にやって来る糞虫もありこれ毬礎■郭薬舗壺糞ぞ笙活段穐ざあ
で底獅渉鴎えⅧ猟ろ:鯏唱, “､’一『い；ノ ‘‘澱W '")概間､""h〃
】992年日本甲虫学会ではあの有名なC.Mi§氏識篝等る構鍵響鍛1鋤

‘ 際大英博物館のﾙｲｽ自身が日未蕃羅ご鑪茄望識(婚:捧読瀧戯
吏獺慧篭師ぞ乗そ難凛立庇管曇あ博鱸欝篭さ縦｡ ）糊職と昨
産のｵｵｾﾝﾁｺがﾈ標本があぎだ』砦あ種噸在昨帯涯ちび庭濁恵蓮では
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お目にかかることの出来ない種で当時の神戸の自然の良さが偲ばれる－もっとも

県の中央部あたりから北にはまだ見ることが出来るが一三℃ ■ ：
自然環境が変わる腰つれて虫の相も変わってゆくことわなにも糞虫だけに限ら

･ ． ｡ ､ 三－J~ _ '

ない現象だと考えられる。糞に集まる虫と云ってもどうもコガネムシ科のものに

片:よった説明にな？てしまったがこのような虫達がわ海われのそばに生活してい
ることを知っ芯頂ければ幸である。 §
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